
家庭部門におけるエネルギー消費の中でも暖房の割合は特に大きい。既往研究では、潜
熱蓄熱材(PCM)と再生可能エネルギーを組み合わせることによる暖房の省エネルギー化が
示された。しかし、暖房の立ち上がり時にPCMへの蓄熱負荷が発生し、PCMが無い場合よ
りも合計消費電力量は大きくなった。そこで、PCMを設置した環境で暖房の連続運転を行う
ことで、運転中の暖房発停回数の減少により蓄熱負荷発生頻度を抑えることができ、消費
エネルギー量の削減が期待される。

■ 研究背景

■ 研究フロー

■ シミュレーション概要

潜熱蓄熱材を設置した居住空間における
床暖房連続運転時のエネルギー消費抑制効果に関する研究

■ 研究目的

PCM設置下で暖房の連続運転を行うことによ
る省エネルギー効果の検証を行う。また、PCM
の敷設量や相変化温度を変更し、省エネル
ギー性能の向上を目指す。
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図 潜熱蓄熱材(PCM)の概念図2)

1) 資源エネルギー省, 令和3年度エネルギーに関する年次報告(エネルギー白書2024), 2024, https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2024/pdf/
2) 住友化学株式会社HP, 2020, https://www.sumitomo-chem.co.jp/news/detail/20200618.html 

図 シミュレーションモデル

非定常シミュレーションプログラム
TRANSYS18を用いてシミュレーションモ
デルを作成し、精度検証として実測値と
計算値の比較を行う。その後、実測の事
前検討として、省エネルギー性能に優れ
るPCMの仕様の検討を行う。

図 世帯当たりの用途別エネルギー消費1)
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モデルが妥当かを検討

実測条件に反映

精度検証項目 検証の内容

室内温度[℃]
居室の各温度と表面熱流が
実測値と同様か確認

表面温度[℃]

表面熱流[W/m2]

ガス消費量[L]
ボイラーのガス消費量が
実測値と計算値で同様か確認

表 精度検証の項目

シミュレーションを用いることで、PCMの様々
な仕様の検討を行う。

検討項目

・PCMの相変化温度、配置面、敷設量
・暖房の設定温度
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